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重要取組シート 

取組項目 北区児童・生徒・学校支援チーム（NEST）事業の推進 

現状・課題 

○子育て世代が最も多い区であるが、近年の子育てを取り巻く環境が複雑化、複合

化しており、区民のニーズも多様化している。 

○学校訪問での情報共有の中から、不登校の増加傾向、学校活動での過度なコロナ

対策の要求など、学校運営にもコロナに関することでの影響が伺える。 

○学校訪問では、学校からの情報提供を受けていたが、課題への対応・支援の観点

から、区役所として必要な視点を聞いていくための仕組みが必要である。 

○教育委員会事務局が配置した「教育連携担当」や学校等と区役所が連携し、子ど

もたちの健全な育成を支援するための仕組みを構築し運用していく必要がある。 

 

取 組 の 

内  容 

○学校連携支援担当が中心となって、区役所内の保健福祉総合センターやスクール

ソーシャルワーカー（教育委員会）等と連携（北区役所プラットフォーム（※））

し、保護者や学校園からの児童・生徒に関する不安や悩みの相談等に対して、助

言及び多角的な支援の実施。 

 ※北区域における学校・児童・生徒・その保護者等及び子どもの健全育成に関わ

る活動を行う者に対し、区役所が適切な支援を行うための組織 

○予防的視点での仕組みを構築し、早期対応による積極的・効果的な支援につなぐ

発見ツールの作成及びモデル実施。 

○学校連携支援の視点から、学校との情報共有・課題把握を目的とする定期的な学

校訪問の実施。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7 月） 

□ 学校訪問の実施（5～6 月） 

□ 課題対応及び情報共有のため北区役所プラットフォーム担当者会議の開催 

（6 月～7 月）※必要に応じてプラットフォーム会議を実施 

□ 令和 2 年度の取組内容を踏まえて、気になる児童・生徒への基本的な対応マニ

ュアル及び早期対応のためのツール素案作成（7 月） 

中期 

（～11 月） 

□ 上記ツール素案に基づきモデル校（2 校）での試験的な実施（9 月～） 

□ 学校訪問の実施（11～12 月） 

□ 課題対応及び情報共有のため北区役所プラットフォーム担当者会議の開催 

（11 月～12 月）※必要に応じてプラットフォーム会議を実施 

後期 

（～3 月） 

□ 学校訪問の実施（2～3 月） 

□ 課題対応及び情報共有のため北区役所プラットフォーム担当者会議の開催 

（2～3 月） 

□ プラットフォーム会議の開催（3 月） 

□ 気になる児童・生徒への早期対応のためのツール素案検証（３月） 

□ 学校・区役所連携モデルの骨子（案）の策定（3 月） 

次年度 

以降 

□ 学校訪問、教育相談窓口の運用継続 

□ 学校・区役所連携モデルの運用 

□ 学校・区役所連携の効果的な仕組みである「学校・区役所連携モデル（案）」の

策定（3 月） 

北区役所 学校連携支援担当 
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進
捗
の
状
況 

前期 

（～7 月） 

□ 学校訪問の実施（6 月） 

□ 課題対応及び情報共有のため北区役所プラットフォーム担当者会議の開催 

（7 月） 

□ 気になる児童・生徒への基本的な対応フロー及び「早期発見・早期対応」のため

のツール素案作成（7 月） 

中期 

（～11 月） 

□ 上記ツール素案に基づき学校長（３校）からの意見聴取（9 月） 

□ 区役所と学校の連携構築のための先進事例調査（10 月） 

□ 学校訪問の実施（11 月） 

□ 課題対応及び情報共有のため北区役所プラットフォーム担当者会議の開催 

（12 月） 

後期 

（～3 月） 

□ プラットフォーム会議の開催（3 月） 

□ 気になる児童・生徒への早期対応のためのツール素案検証（3 月） 

□ 学校・区役所連携モデルの骨子（案）の策定（3 月） 
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施策 
3－（2）子どもの可能性を伸ばし未来を切り拓く力を育む教育の推進 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
質の高い教育をみんなに 
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